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昨年 印象に残った２つの出来事  宮永 和夫 
                                                 

 

 

 

 

明けましておめでとうございます。今年も宜し

くお願いいたします。認知症に関係した出来事

で、ぜひ知っていただきたかったニュースを二つ

まとめてみました。 

●認知症基本法のこと 

昨年６月に制定され、今年の１月より施行され

ます。下の１から６にまとめたように、認知症に

はまだ根治薬がないために、偏見や差別が生まれ

やすいのですが、共に生活する社会を目指し、予

防や早期診断、根治薬の研究推進、学校教育や社

会教育での偏見是正を推進しようとしています。

そして、その基本には、本人と家族の意向を尊重

し、その人たちの尊厳と共生社会を実現するため

の法律であること、それを支援するのは、国、地

方公共団体、そして認知症を理解した国民一人一

人であるべきとしています。大切な法律ですの

で、是非覚えておいて活用しましょう。 

１．認知症基本法 ⇒ 本人と家族の意向の尊重の

理念と、国・地方・国民それぞれの責務 

２．実態 認知症の生涯発症リスク 55%（男 

41% 女 65%） 

３．特徴 難治疾患で、根治薬がないために、偏

見、差別・排除が生じる 

⇒「尊厳、共に生きる」という共生社会の提案 

４．現時点の現実的な対策 ⇒予防や早期診断が

推奨される 

５．病気による経済困窮 ⇒疾患と就労の両立を

目指す対策 

６．偏見対応 ⇒国民の理解を深めるために、学

校教育・社会教育で学習、偏見是正 

 

●若年認知症フォーラム in 福岡のこと 

全国若年認知症家族会・支援者連絡協議会主催

の第 14回若年認知症フォーラムは令和５年 11月

19日に福岡市認知症フレンドリーセンターで対面

とオンラインのハイブリッド方式で開催されまし

た。福岡県・福岡市などの多くの関係者の後援を

得るとともに、内田先生を中心にした実行委員 

会の皆さんの創造力と団結力で無事成功、いや大

成功で終了したと思います。講演内容は、厚労省 

 

 

 

 

 

老健局中西氏による認知症基本法を含む国の認知

症施策(スライドのみで、残念ながら先生の映像が

放映できませんでした)、実行委員長の内田先生を

中心とした福岡の認知症支援ツールの開発状況(認

知症フレンドリーテック、「ハッカーソンから生ま

れたプロダクト」)、そして認知症の本人たちの日

常生活でのアプリの能動的な活用の報告(シンポジ

ウム「当事者の工夫をつなぐテクノロジー」)でし

た。この最後のシンポジウムの中で、認知症の本

人、ここでは丹野さんと中山さんですが、他から

押し付けられるのでなく、自ら率先して種々のア

プリを日常生活の中に利用しているという現実を

身近で見聞きする機会を得たことで、ICTによる

認知症の日常生活レベルへの支援の可能性を過小

評価していた自分を大いに猛省しました。今後の

新しい認知症支援のツールとして、個々人に合っ

た IOTづくりの必要性を強く 

感じることができた、非常に実りある内容だった

と思います。 

 

なお、参加者については、直接会場に参加した

人は 40名、ZOOM視聴者は 162名、コロナ以前

のフォーラムに比較して、参加者が減少したよう

に思います(但し、全国協議会自体の加盟団体は逆

に増えているので理由は不明)。今までのフォーラ

ムも一つ一つが意義を持った会でしたが、今回の

フォーラムの内容もじっくりと見ていただければ

すごく価値があるように思います(決して手前味噌

ではありません)。是非、会員限定ではあります

が、協議会のホームページから再生できるように

働きかけたいと思っていますので、見逃された方

は是非ご覧頂ければと思っています。 

サポセンだより 

NPO 法人若年認知症サポートセンター通信  
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令和 5年に、第 12期若

年認知症専門員認定研修

を受講しました。 

受講のきっかけは、自

分自身が作業療法士の資

格を活かし認知症カフェ

や子どもの居場所事業、

地域包括支援センターに

従事していました。   

その中でも若年認知

症の方の居場所がなく

割と高齢の方が多いデイサービスや就労支援事業

などに通所するも継続利用が難しく自宅に引きこ

もりがちになると聞きました。その背景には若年

認知症の方の病状理解や関わり方、接し方が不十

分なスタッフも多くもっと専門的知識をもった居

場所で主体的に当事者の方達が活動できる場がな

いかと思い、そのタイミングで休眠預金事業の助

成金受託が決まり若年認知症の方の居場所づくり

を開所するにあたり専門的な知識の理解、全国の

方とのネットワークづくりを通して学びの場や情

報交換・共有ができるのでないかと思い受講しま

した。 

受講前より認知症普及・啓発活動の一環で市内の

コミュニティーラジオにて放送をし、認知症の理

解や併発活動を 4年行っています。また、企業 

 

2023年度公開講座は「予防と共生社会が描く未

来〜認知症基本法に向けて」と題し、7月 8日に

ハイブリッド形式で開催されました（会場：友愛

会館）。第一部は「予防」への視座として、宮永理

事長よりアンチエイジングに関する最新の知見を

お話しいただきました。老化とはどのような現象

かを生物学的に確認しながら、人間の老化に対す

る介入の可能性を学びました。第二部は木舟理事

を司会に、成立間もない認知症基本法を精読して

ご本人・ご家族の生活、支援者の役割に与えるイ

ンパクトを検討しました。第三部は「共生社会」

への展望として、若年性認知症と就労継続支援を

採り上げました。順天堂東京江東高齢者医療セン

ター・柴田展人先生をお招きし、豊かな産業医経

験に基づいた、貴重なご講演をいただきました。 

 

 

の方などにもゲスト出演頂き、認知症について学

びながら、企業の紹介や必要に応じて企業に出向

き認知症サポーター養成講座の開催等も実施して

います。受講後より本格的に若年認知症の居場所

づくりの準備に取り掛かっており、令和 5年 1月

からの開所予定となっています。まずは、沖縄県

の若年性認知症コーディネーターの方とタイアッ

プしながら当事者の方との事前面談やご家族との

面談をしながらなるべくニーズに合った居場所の

形づくりの模索を始めました。 

当事者の方や家族と話す中で、「認知症カフェは

わかるけど足が向かない」などの意見も聞かれ、

他の若年認知症の方と当事者や家族の方と話しが

してみたいなど、居場所だけでなく家族会のよう

な集いの場も必要なことがわかり、若年認知症カ

フェと家族会を同時に立ち上げる方向で進めてい

ます。 令和 5年 1月開所の居場所については、

現状 2名の当事者とボランティアで 2名にて開所

予定となっています。具体的には、畑作業、コー

ヒーの袋詰め、冷凍自販機の納品作業等を予定し

ており、色々な企業様からのお仕事依頼などもあ

り当事者の方と汗をかきながら楽しみながら沖縄

の方言「よんな～よんな～（ゆっくりゆっくり）」

しながら今後活動していきたいと思います 

【第 12期 多良間真高氏 

合同会社 GreenStarOKINAWA】  

 

若年性認知症への理解を企業で日頃から高めてお

く大切さ、企業と支援者は異なる立場でご本人を

眺めていることの気づき、心理検査が職場での能

力と同じでないことへの注意等、企業と支援者の

連携において求められる視点が親しみやすく、か

つ鮮やかに描き出されました。全三部を通じて、

予防と共生は「両輪」とされますが、お互いが深

く繋がっていると認識できました。 

(文責：厚東） 

 

多良間 真高さん 

「若年認症専門員」の活動報告 

2023年度 公開講座 報告 
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2023 年度の第 14 回「若年認知症専門員」認定

研修が、10月 21、22日と 11月 25、26日の 4日

間で開催され、受講者 10名が「若年認知症専門員」

として研修を修了しました。 

本年度の研修は、10月の 2日間をオンライン開

催とし、講義中心のプログラムで実施し、11月の

2日間は、友愛会館を研修会場に研修を行い、模擬

事例によるグループワーク演習を中心に研修を実

施しました。2020年からのコロナ禍のため、2020

年から 2022 年は、すべてオンラインによる研修

実施となっており、対面による研修は実に 4 年ぶ

りとなりました。 

今回の受講者は 10名と少なめでしたが、障害福

祉分野、認知症疾患医療センターなど医療分野、

小規模多機能型居宅介護など高齢福祉分野からの 

 

参加がありました。11 月の対面による研修は、

事例演習を中心とし、事例のアセスメントから事

例の理解の深め方、不足する情報の整理と収集の

仕方、それをもとにアセスメントをさらに行い、

どのような社会資源を活用したりしながら支援を

していくかをグループワークで検討しました。参

加者の背景の多様さは、まさに多職種連携の学習

にもなっていました。参加者は少なかっですが、

研修自体は熱気のあるものでした。どのような社

会資源を活用したりしながら支援をしていくかを

グループワークで検討した。 

受講者の声として、前半のオンライン研修は、

講義中心で情報量が多く、それについていくのが

精いっぱいで、後半の対面研修に参加することに

不安を感じていた。しかし、対面による交流は、そ

の不安を解消して安心して受講できたと述べられ

ていた。主催者側のわれわれも、4年ぶりの対面研

修で、オンライン研修では得らえない受講者との

やり取りと、同じ場を共有し実施する事例演習の

醍醐味を改めて感じることが出来た研修でした。 

（文責：小野寺）

今年度のフォローアップ研修は、7月 8日（土）

に会場とオンラインでのハイブリッド形式にて開

催しました。開催にあたり、事前に皆様よりご意

見をいただき、テーマは「視空間認知障害が前景

に立つ若年性アルツハイマー病の一例」、宮永理事

長からの講義「認知症と高次脳機能障害との違い」

を内容とし研修が行われました。視空間認知障害

というやや稀な障害があらわれている貴重な事例

についての知識が深められました。また、「認知症

と高次脳機能障害との違い」については、これま

での認知症と高次脳機能障害をとりまく制度など

の変遷や、医学的な解説により、両者の違いにつ

いての理解が深まりました。 

フォローアップ研修では、専門員 19名の参加が

あり、活発な意見交換と深い話し合いが行われま

した。今後は今回の改善点を考慮し、より多くの

方に参加していただけるように工夫してまいりま

す。2024年度のフォローアップ研修は、7月 20日

（土）に対面で開催予定です。 

皆様のご参加をお待ちしております！ 

2023年度フォローアップ研修 報告 

４年ぶり対面研修実施!! 第 13期若年認知症支援専門員研修 報告 
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★2023 年度 事例研修会 

「事例でまなぶ若年認知症」第三回  
日 程： 202４年１月２０日（土） 認知症とスピリチュアリティ   勝野とわ子 

時 間：１４：００～１５：３０  オンライン開催    

参加費：一般 3,000 円 1 回 
       会員・若年認知症専門員 2,０00 円 1 回                     

★2023 年度 基礎研修 

「診断のあとさき、続いてゆく暮らしと仕事」 
若年性認知症についての基礎的な研修です！ 

日 程：2024 年 3 月 16 日（土）  
時 間：１４：００～１５：３０  オンライン開催  

参加費：会員・若年認知症専門員参加 2,０00 円 学生 1,000 円 一般 3,000 円 

 
【編集後記】2024年の年が明け、すぐに震災や飛行機事故など心が痛むニュースが飛び込んでまいりまし

た。被災された方におかれましては、謹んでお見舞い申し上げます。特に被災地で、認知症やご病気を抱え

ていらっしゃる方々やそのご家族の方がどのように過ごされていらっしゃるか心配なところです。少しでも

早く支援が行き渡り、心が安らぐ時が来ることをお祈りしております。本年も宜しくお願い申し上げます。

 

  

 

特定非営利活動法人若年認知症サポートセンター 事務局 
〒160-0022東京都新宿区新宿 1-9-4 中公ビル御苑グリーンハイツ 605 号 

TEL:０３－５９１９－４１８６  FAX: ０３－６３８０－５１００ 

メール: info@jn-support.com ホームページ URL : http://jn-support.com/ 
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 今後の研修案内  各研修の詳細はＨPでご確認ください！ 

研修：「事例でまなぶ若年認知症」について 

2021 年にスタートした事例研修会「事例でまなぶ若年認知症」は早いもので、今年で三年目を

迎えました。この研修は当センターの柱となる二つの研修会、基礎研修と専門員研修の間をつなぐ

位置づけにあります。基礎的な知識を現場での支援へと活かすために、講師が実際に経験した事例

を題材にして、アセスメントや方針の見定めから、具体的な資源の導入に至るまで、総合的な検討

を行う研修会を目指しています。 

本年度第 1回「非典型のアルツハイマー病（担当：厚東）」は 2023年 6月 17日に開催され、参

加者は計 17名でした。若年性に多い非典型的なアルツハイマー病の症状を、脳の障害部位から理

解することを目指した内容でした。受講者からは、脳科学の知識をケアの場面に活かす視点を学ぶ

ことができた等の声が聞かれました。 

第 2回「認知症と高次脳機能障害（担当：宮永）」は同年 9月 16日に開催され、参加者は計 22

名でした。認知症と高次脳機能障害の違いを分かりやすく整理して、第 1回に続いて脳の部位ごと

の機能や脳のネットワークを学びました。また高次脳機能障害と介護保険の関係等、社会的な課題

についても知識を深めました。受講者からは、難解な高次脳機能障害が事例を通じて具体的にイメ

ージできた等の感想をいただきました。本年度の最終回、第 3 回「認知症とスピリチュアリティ

（担当：勝野）」は、2024年 1月 20日に開催します。皆様のご参加を心よりお待ちしております。 

                                                        （文責：厚東） 
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